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▲（左）大谷大学 学長 木越康さん

大谷大学と持続可能な地域交通推進に向けた連携
協定を締結しました
　6月2日、「持続可能な地域交通づくりの推進に関する連携
調定」調印式が行われ、大谷大学（京都市）と持続可能な地域
交通推進に向けた連携協定を締結しました。
　市では市民の皆さんの生活の質を守るために、「持続可能
な地域交通」の実現を最重要課題と位置づけています。
　そこで地域住民の多様な移動ニーズに応え、地域交通にお
ける調査・分析や住民参加型の解決策立案、学生の実践力を
活かした地域連携の知見に強みを持つ大谷大学と連携協定
を締結しました。
　今後、大学の学生が市と共同で地域の移動実態と課題把握
を目的に、住民への聞き取り調査や議論を行い、（仮称）湖南
市地域交通グランドデザインの策定に生かしていきます。
　この取組を通して、市民の皆さんに対して、本市の公共交
通や地域交通などの移動について理解いただける全体像を
示し、市の交通の利便性向上をめざしていきます。

▲NHK上方演芸会の様子

甲西文化ホール開館40周年記念行事 
NHK上方演芸会が甲西文化ホールで開催されました
　５月22日、甲西文化ホール開館40周年記念行事として
NHKラジオ公開録音「上方演芸会」が開催されました。観覧 
希望の応募者から抽選で選ばれた400人を超える多くの 
お客さんに来場いただきました。
　当日はチキチキジョニー、横山ひろし・春けいこ、ボルト
ボルズ、大木こだまひびきらによる上方の多彩な芸が披露さ
れ、会場は笑いと感動に包まれ、大盛況でした。
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80
歳
代
の
男
性
は
、知
人
に
誘
わ
れ

て
訪
れ
た
店
で
の
健
康
に
関
す
る
楽

し
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話
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に
入
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日
通
っ
て

い
ま
し
た
。
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あ
る
日
、血
圧
測
定
表
を
渡
し
た
と

こ
ろ「
血
小
板
が
少
な
い
。こ
の
ま
ま

で
は
病
気
に
な
る
」と
言
わ
れ
、威
圧

的
な
勧
誘
で
断
れ
ず
、約
１
０
０
万

円
分
の
健
康
食
品
を
購
入
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。後
日
病
院
で
検
査
し
た

と
こ
ろ
異
常
は
な
く
、返
金
を
求
め

て
い
ま
す
。
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パ
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こ
ろ
、「
無
料
で
腰
サ
ポ
ー
タ
ー
を

あ
げ
ま
す
」と
声
を
か
け
ら
れ
、近
く

の
会
場
へ
行
き
ま
し
た
。腰
サ
ポ
ー

タ
ー
や
日
用
品
を
無
料
で
も
ら
う
う

ち
に
、店
員
か
ら「
腰
痛
に
よ
く
効

く
」と
遠
赤
外
線
の
機
械
を
勧
め
ら

れ
、そ
の
場
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
て

契
約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
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こ
の
よ
う
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手
口
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、高
齢
者
の
健
康

に
対
す
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不
安
や
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寂
し
さ
に
つ

け
込
み
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舗
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ど
に
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顔
見
知
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後
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誘
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り
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す
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「
店
員
の
話
が
楽
し
い
」「
食
品
が
安
く

手
に
入
る
」と
い
っ
た
理
由
で
会
場
や
店

舗
に
通
い
続
け
る
う
ち
に
、高
額
な
商
品
を

契
約
さ
せ
ら
れ
る
相
談
が
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令和８年４月29日に発令された第46回危険業務従事者叙勲
において、40年間警察の職務に従事された鵜野一彦さんが瑞
宝単光章を受章されました。
　鵜野さんは昭和48年４月に滋賀県警察官となり、主に地
域部門でパトロールや安全啓発など、地域に密着した活動を
通じて県内の安全維持に貢献されました。大津警察署や守山
警察署など県内各所で勤務し、40歳頃には甲賀警察署に配属
されました。甲賀市水口町の柏木警察官駐在所での勤務も経
験され、湖南市で事件や事故が発生した際には応援に駆け付
け、湖南市民の安全確保にも尽力されていました。
　鵜野さんは「瑞宝単光章の受章は大変光栄であり、とても
うれしく思っています。住民の皆さんと接する機会が多く、
コミュニケーションを大切にしながら職務に取り組んでき
ました。今回の受章を励みに、健康に気を付けてこれからも
頑張っていきたいです」と語られました。

瑞宝単光章受章おめでとうございます
鵜野一彦さん

▲鵜野一彦さん

▲山本隆三さん

山本隆三さん
1926年（大正15年）５月生まれ

100歳
ご長寿おめでとうございます

いつまでもお元気でお過ごしください

あなたの周りの身近な出来事や話
題をお待ちしています。
問秘書広報課〔東庁舎〕
　 0748-71-2300　 0748-72-1467
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